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☑ 経営規模の拡大

□ 自作地相互の交換

□ 自宅または自作地・借入地付近で耕作利便のため

□ その他 （ ）
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今後の農地
取 得 計 画

今回取得後、現状維持で考えている。

申請地の周辺で
現に耕作している

農地等の状況

・田は基盤整備された優良田であるため、水稲の栽培が中心である。
・畑の周辺は、桑園が中心であるため休耕地が多い。今回の農地も遊休化しているが、遊
休化からそれほど期間が経過していないので、野菜等の栽培で遊休農地の解消を図れれ
ばと考えている。
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① 耕起 水稲は、作業委託。

畑は、耕運機により耕起する。

② 播種・植付 水稲は、作業委託。

種子及び苗は、農協又はホームセンターより購入し、自己作付けする。

③ 水管理 水稲は、水利組合に加入しているため、そこから供給。

畑作は、地下水を利用。

④ 施肥・除草 適宜実施。

⑤ 病害虫防除 適期に効率の良い除草剤、防除農薬を使用し省力化を進める。

また、低農薬栽培に努め、農薬の飛散防止に努める。

⑥ 収獲 適期収納に努める。

⑦ 地元協力者 地元農事組合員、JA新ふくしま○○支店

・栽培に伴う資材関係は、JA新ふくしま○○支店及びホームセンター

・農機具及び農具類は、親戚や地元農事組合から借り受ける。

　購入が必要な場合は、JA新ふくしま○○支店及びホームセンターより購入。

JA新ふくしまに出荷を計画している

耕作計画の概要は以上のとおりです。なお、申請にあたり以下の点について誓約いたします。

☑ 上記計画に基づいて耕作し、農業生産の低下をきたすことのないよう最善の努力をします。

☑ 近隣耕作者等との連絡を密にとり、近隣の農業生産に支障を及ぼすことがないようにします。

☑ 耕作開始後はみだりに転用・転売をいたしません。

☑ 万一将来において止むを得ない事情により耕作できなくなった場合は、農業委員会に事情を説明し、

その指導に従い措置します。

【外国籍の場合】

（ ） （ 年 ）

（ ） （ 年 ～ 年 ）

（ 年 月 日 ～ 年 月 日 ）

□ □ □

福島市農業委員会　会長　様

年 月 日

住所（所在地） 福島市五老内町□□－□□

氏名（名称） 信夫山　次郎

・在留期間

・日本語の程度 問題なく意思疎通が可能 日常会話は問題ない 通尺者が必要

令和

収穫物の販売・
流 通 の 方 法

現加入農協名

・国　　　籍 ・日本への入国年

・在留資格 ・日本における居住期間

JA新ふくしま農業協同組合

申請地の管理
及び作業方法

生   産   資   材
（苗、農機具等）の
購   入   方   法


